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3 回開催を予定している． 副委員長：高橋弘明，田川まさみ，委員：高村昭
輝，錦織宏，西城卓也，守屋利佳，伊野美幸

＊1 �Medical�Education�Specialist�Development�and�Evaluation�Committee
＊ 2 �Kazuhiko�Fujisaki

5．教育研究・利益相反委員会＊1

大滝　純司＊2（委員長・北海道大学大学院医学研究科・医学部医学教育推進センター）

　本委員会は，医学教育の研究を促進するための
方策を検討し，たとえば当学会の大会におけるシ
ンポジウム企画や，委員会独自の講演会あるいは
ワークショップなどにより，医学教育の研究に役
立つ情報の提供に努めている．医学教育領域の研
究方法を学ぶための「医学教育研究技法ワークシ
ョップ」の企画運営や，若手研究者をサポートす
るシステム作りである「メンタリング・プログラ
ム」は，前期の教育研究開発委員会の活動を引き
継いで実施してきた．また，前期までの研究倫理
COI委員会のもとに行われてきた，医学教育研究
における研究倫理に関する情報提供や支援も行っ
ている．
　これらの活動を通して，わが国の医学教育をさ
らに発展させ，その成果を世界に向けて発信し，
世界の医学教育の改善に貢献することを目指して
いる．今期の委員会活動開始時には「教育研究委
員会」と称していたが，2017年度からは利益相反

に関する委員会活動も担当することになり，「教
育研究・利益相反委員会」として活動している．
　これにともない，利益相反については，研究倫
理におけるものだけではなく，医学教育・日常臨
床に関わるものについても議論を開始している．
なかでも特に，医学教育者，臨床医と営利企業と
の適切な関係を保つことに焦点を当てている．こ
れは，教育現場での医学教育者，日常臨床での臨
床医の利益相反が学習者に大きな影響を及ぼすた
めである．現在，医学教育・日常臨床における利
益相反の管理について提言または指針作成の準備
を進めているところである．

副委員長：宮田靖志，委員：大生定義，石川ひろ
の，尾原晴雄，向原圭，伊藤俊之，武田裕子，孫
大輔，森本剛
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